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Ｊ
Ｒ
総
連
青
年
協
議
会
は
２
月
28
～
29
日
、
東

京
で「
単
組
間
交
流
」
を
開
催
。
６
単
組
か
ら
38

名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
で
は
福
田
青
年
協
議
会
議
長
か
ら
、
た
し

ろ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
後
、
各
組
合

で
の
青
年
部
員
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
分
散
討
論

会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議

員
も
駆
け
つ
け
、
分
散
討
論
会
に
も
参
加
。
職
場

で
運
動
を
進
め
る
上
で
の
課
題
等
に
つ
い
て
共
に

議
論
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
分
散
討
論
会
で
の
討
論
で
学

び
あ
っ
た
こ
と
を
、
た
し
ろ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
た
。

　

４
月
11
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
差
止
・

違
憲
訴
訟
の
第
４
回
公
判
に
Ｊ
Ｒ
総

連
も
参
加
し
た
。

　

前
段
、
東
京
地
裁
門
前
で
集
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
０
０
名
を

越
え
る
参
加
者
が
結
集
し
た
。
元
農

水
大
臣
で
あ
る
山
田
事
務
局
長
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
特
別
委
員
会
で
の
黒
塗
り
の
資

料
に
つ
い
て
触
れ
、「
こ
の
ま
ま
で

は
食
品
表
示
も
で
き
な
く
な
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
テ
キ
ス
ト
分
析
チ
ー
ム
が
昨
年

か
ら
協
定
文
を
分
析
し
、
問
題
点
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
。
国
内
批
准
さ
せ
な

い
た
た
か
い
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
13
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

特
別
委
員
会
の
報
告
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
に
抗
議
集
会
を
行
う
。
大
き

な
た
た
か
い
と
し
て
い
き
た
い
」と

挨
拶
し
た
。

　

門
前
集
会
に
続
き
、
傍
聴
券
獲
得

に
も
多
く
の
方
が
参
加
し
た
。
公
判

傍
聴
に
入
れ
な
い
人
た
ち
は
衆
議
院

第
１
議
員
会
館
に
お
い
て「
遺
伝
子

組
み
換
え
ル
ー
レ
ッ
ト
」と
い
う
映

画
を
鑑
賞
し
、
山
浦
康
明
氏（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
分
析
チ
ー
ム
）か
ら
食
の
安
全
に

つ
い
て
講
演
を
う
け
た
。

　

第
４
回
公
判
は
、
前
回
に
続
き
、

意
見
陳
述
を
認
め
る
か
ど
う
か
が
課

題
で
あ
っ
た
が
、
鈴
木
宣
弘
東
京
大

学
教
授
が
意
見
陳
述
を
行
い
、
そ
の

後
弁
護
士
２
名
も
意
見
陳
述
を
行
っ

た
。
そ
し
て
第
５
回
公
判
も
７
月
20

日
に
入
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

公
判
後
、
衆
議
院
第
１
議
員
会
館

に
お
い
て
違
憲
訴
訟
の
会
第
２
回
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
活
動

計
画
案
、
予
算
案
、
役
員
体
制
が
提

起
さ
れ
、
会
員
の
拡
大
を
は
か
り
、

批
准
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ

せ
な
い
た
め
に
違
憲
訴
訟
の
会
と
連

帯
し
て
た
た
か
っ
て
い
く
。

ＴＰＰ交渉差止・違憲訴訟第4回公判に参加！

Ｊ
Ｒ
総
連
青
年
協
議
会

「
単
組
間
交
流
」を
開
催

総会で挨拶する原中代表

門前集会で訴える山田事務局長
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参議院議員　たしろ かおる便り

　

３
月
27
日
、
民
主
党
と
維
新
の
党
、
改
革

結
集
の
会
が
合
流
し
て
民
進
党
を
結
党
し
、

１
５
６
人
の
国
会
議
員
が
所
属
す
る
野
党
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
を
破
壊
し
暴
走
す
る
安
倍
政
権

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
べ
く
、
あ
く
ま
で
も
憲
法
に
則
っ
て
立
憲

主
義
、
民
主
主
義
の
政
治
を
実
践
す
る
政
党
で
あ
る
こ
と
が
立
党

の
原
点
で
す
。
そ
し
て
、
生
活
者
、
納
税
者
、
消
費
者
、
働
く
者

の
立
場
に
立
っ
た
政
策
を
立
案
し
実
現
を
目
指
す
政
党
で
あ
り
、

原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を
目
指
す
政
党
で
あ
る
こ
と
を
綱
領
で

謳
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
安
保
法
廃
止
を
目
指
し
て
、
野
党
の
中
心
に

成
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
た
政
党
で
す
。
安
保
法
は
、
内
容
上
憲
法

９
条
に
違
反
す
る
事
は
明
白
で
あ
り
、
昨
年
９
月
17
日
か
ら
19
日

未
明
に
か
け
て
、
た
っ
た
４
行
の
「
発
言
す
る
者
多
く
、
議
場
騒

然
、
聴
取
不
能
、
委
員
長
退
席
」と
い
う
記
録
し
か
残
せ
な
か
っ
た

安
保
法
特
別
委
員
会
と
、
本
会
議
で
の
強
引
な
採
決
な
ど
、
無
茶

苦
茶
な
国
会
運
営
に
よ
っ
て
成
立
し
た
安
保
法
は
無
効
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
何
と
し
て
も
、
廃
止
に
し
な
け
れ
ば
憲
政
の
常
道
に

反
し
ま
す
。
安
保
法
廃
止
の
闘
い
に
よ
っ
て
、
真
の
民
主
主
義
を

日
本
の
社
会
に
ガ
ッ
チ
リ
と
根
付
か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
進
党
は
国
民
と
共
に
進
む
政
党
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
成
長
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
大
き
く
開
い
た
格
差
、
貧
困
の
広
が

り
を
是
正
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
分
厚
い
中
間
層
の
再
生
を
目
指

し
ま
す
。
社
会
保
障
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て
支
援
、
大

学
生
の
奨
学
金
無
償
給
付
等
、
人
へ
の
投
資
を
通
じ
て
社
会
・
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

民
進
党
に
結
集
し
た
私
達
国
会
議
員
は
、
民
主
党
政
権
時
代
に

応
援
し
て
く
れ
た
人
々
の
期
待
を
大
き
く
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
深
く
反
省
し
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
私
、
た
し
ろ
か
お
る
は
、
あ
く
ま
で
も
市

民
・
働
く
者
の
立
場
に
立
つ
政
治
家
と
し
て
、
そ
し
て
鉄
道
・
バ

ス
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
交
通
で
働
く
者
の
代
表
の
参
議
院
議
員

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
闘
っ
て
い
き
ま

す
。

3月18日
JR貨物労組静岡支部訪問

JR貨物労組愛知&稲沢機関区
分会訪問

3月19日 横浜・戸塚地区あいさつまわり

3月20日 JR東日本労連 JR水戸鉄道サービス労組

3月21日 JR東日本労連 千葉鉄道サービス労組

3月22日
街宣行動（三鷹駅）

JR東労組 長野バス3分会意見交換

3月23日

街宣行動（立川）

参議院本会議

参議院国土交通委員会

民主党両院議員総会

連合組織内議員懇談会総会

3月24日
街宣行動（豊田駅）

参議院国土交通委員会

3月25日

街宣行動（八王子駅）

民主党軽井沢バス事故PT・国交
部門会議

交運労協省庁要請（総務省）

交運労協省庁要請（警察庁）

交運労協省庁要請（消防庁）

交運労協省庁要請（法務省）

参議院予算委員会

3月26日
JR東労組東京地本シニア会集会

JR東労組大宮運転区 改革30年
の集い

3月27日 九州地協OB連絡会総会

3月28日 JR北海道労組釧路地区集会

3月29日 参議院本会議

3月30日

参議院議運委員会

参議院本会議

参議院災害対策特別委員会

JR東労組青年部講演会

3月31日
参議院国土交通委員会

参議院本会議

3月1日 JR総連OB連絡会学習会

3月2日 JR総連東海地協 2016春闘
討論集会

3月3日

参議院裁判官訴追委員会

JR東労組大宮支部意見交換

民主党両院議員懇談会

JR貨物労組隅田川機関区分会
ボーリング大会懇親会

3月4日

連合議員懇談会政策ミーティング

交運労協・連合『交通・運輸』部門
連絡会春期生活闘争勝利総決起集会

連合神奈川 2016春季生活闘争・
第24回参院選勝利総決起集会

3月5日 とっとり9条連総会

3月6日 釜石被災地視察＆意見交換

3月7日

参議院予算委員会

花は咲けどもコンサート

JR東労組盛岡地本青年部来所

ハイタクフォーラム国交省要請

ハイタクフォーラム厚労省要請

3月8日

ハイタクフォーラム労働者総決起集会

参議院国土交通委員会

袴田巌さんの再審開始を求める
街頭行動

3月9日
参議院本会議 

民主党国土交通部門会議

3月10日 参議院国土交通委員会

3月11日 参議院本会議

3月12日 和田宗春元都議集会

3月13日
JR東労組新潟地本春闘集会

森びとプロジェク森びらき

3月14日
JR東労組YOSAKOIソーラン全体練習

JR東労組品川駅分会意見交換

3月15日 JR東労組品川駅分会意見交換

3月16日

参議院本会議

参議院厚生労働委員会

参議院災害対策特別委員会

民主党両院議員懇談会

3月17日

参議院厚労委員会

参議院予算委員会

保団連陳情

足利市公共サービスユニオン
定期総会

2016年3月　たしろかおる　行動記録

　

連
合
は
４
月
７
日
、
東
京
・
ホ

テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て

「
２
０
１
７
年
度
重
点
政
策
討
論

集
会
」を
開
催
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
６
月
ご
ろ
に
政

府
が
ま
と
め
る
予
定
の「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」な

ら
び
に
予
算
の
概
算
要
求
基
準
に

対
置
す
る
も
の
と
し
て
、
政
府
・

政
党
に
求
め
て
い
く
政
策
・
制
度

要
求
を
ま
と
め
る
た
め
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

働
く
も
の
に
と
っ
て
、
特
に
実

現
を
め
ざ
す
重
要
度
の
高
い
政
策

は
何
か
、
あ
る
い
は
早
期
の
実
現

は
難
し
い
が
重
要
度
合
い
が
高
く

重
点
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
も

の
は
何
か
を
抽
出
す
る
た
め
に
活

発
な
討
論
が
さ
れ
た
。
２
０
１
７

年
度
の
重
点
政
策
の
骨
格
を
つ
く

る
集
会
と
な
っ
た
。

連
合「
２
０
１
７
年
度

重
点
政
策
討
論
集
会
」開
催
！

参議院国土交通委員会より



あなたと家族に安心届けます。
保険はまかせてください。

JR総連・各JR労組賛助団体 ㈱鉄道ファミリー

《取扱商品》
▲ 自動車保険・組合主催行事保険・ゴルファー保険
▲ がん保険・医療保険
▲ ＪＲ積立年金
▲ 組合旗・組合バッジ・ゼッケン
▲ 健康食品・自然食品・お茶・みかん

〒141-0031  東京都品川区西五反田3-2-13
TEL 03（3490）3862　JR（058）4114・5
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JR総連推薦候補
衆議院議員補欠選挙
（4月12日告示、24日投票）

北海道5区
池田まき
（新人）
43歳

民進党推薦
連合推薦

第11回 日韓労組協力会議にJR総連から7名が参加!
　
Ｊ
Ｒ
総
連
、
韓
国
軌
道
協
議
会
、
国
際
労
働
者
交

流
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）韓
国
本
部
が
主
催
す
る

第
11
回
日
韓
労
組
協
力
会
議
が
３
月
11
日
、
韓
国
・

釜
山
で
開
催
さ
れ
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
７
名
、
韓
国
か
ら

は
８
組
織
の
代
表
13
名
が
参
加
し
た
。

　

両
国
か
ら
の
情
勢
報
告
で
は
、
労
働
法
の
改
悪
等

に
政
府
が
積
極
的
に
関
与
し
、
労
働
運
動
や
革
新
勢

力
へ
の
露
骨
な
弾
圧
が
行
わ
れ
て
い
る
共
通
点
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
議
論
を
続
け
て
き
た
青
年

労
働
者
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
新
た
に
韓
国
鉄
道

労
組
で
青
年
局
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
今
年

の
日
韓
交
流
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
も
議
論
。
平

和
問
題
や
青
年
労

働
者
へ
の
関
わ
り

を
重
視
し
た
交
流

を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
３
月
25
日
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
国
際

運
営
委
員
会
に
山
田
国
際
部
長
を
派
遣
。
会
議
に
は
７
カ
国
、
８

名
の
委
員
が
参
加
。
今
後
の
具
体
的
活
動
を
中
心
に
議
論
し
た
。

　

運
営
委
員
会
の
議
論
で
は
、
今
年
の
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
タ

イ
で
開
催
す
る
こ
と
。
発
足
10
周
年
を
迎
え
た
昨
年
９
月
に
開

催
し
た「
ソ
ウ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」で
の
議
論
を
も
と
に
、

今
後
10
年
の
活
動
強
化
を
目
標
に
し
て
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を「
Ｉ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
─
共
に
、
力
強
く
、
前
へ
」と
す
る
こ
と
。「
現
在
も
続

く
労
働
者
へ
の
弾
圧
に
い
か
に
立
ち
向
か
う
か
」「
国
同
士
の
緊

張
が
高
ま
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
労
働
者
の
連
帯
を
い
か
に

強
化
す
る
か
」に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
引
き
続

き
、
青
年
や
女
性
労
働
者
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
組
織
化
に
つ

い
て
議
論
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
各
国
で
の
具
体
的
実
践
に

つ
な
が
る
議
論
を
す
る
こ
と
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
運
動
を
担
う
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。 国

際
労
働
者
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）

第
23
回
国
際
運
営
委
員
会

協力会議参加者全員で


